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概要（Summary）
宇都宮大学教育学部音楽教育専攻学生（特に３～４年生）および同程度の４声体和声学習者を読
者に想定し、２人の書き手による異なる課題実施を比較例示することで、和声実施の可能性につい
て考える。その第５報。
キーワード：和声、音楽理論
1. 課題について
このシリーズで実施例示する課題は、上記想定読者の学習レヴェルに相応する難易度のものを選
んでいる。すなわち、いわゆる「島岡和声」の第３巻１）程度のものとする。より高等な和声課題
実施の研究については、別の稿に譲る２）。今回は、アンリ・シャランの 『380の和声課題集』から、
第９巻第333番（Basse donnée）３）を採りあげる。
（音名・調名の表記にはドイツ語を用いる。）
このBasse donnéeは、a-Moll、2/4拍子、Sans lenteur、23小節の楽曲。課題の冒頭第１～第２小
節の線と第３～第４小節の線が、対位法的に組み合わさる。いわゆる「A-B型」、つまり、「２個の
主題の同時的提示」４）によるバス課題である。
楽曲構造としては、６つのセクションに分けられよう。各セクションの始点は、第１小節、第５
小節、第７小節、第11小節、第17小節、第21小節である。
2. 実施
第１小節～第４小節は主題提示部である。上述のように第１小節～第２小節の線と第３小節～第
４小節の線が同時的に組み合わされる。前半を主題Ａ、後半を主題Ｂとする。それぞれの２小節の
前半１小節が主和音を、後半１小節が属和音を喚起する。
新井の実施では、バスに対してソプラノに互い違いに主題Ｂ、主題Ａを配置する、順当な４声体
でスタートさせる。
これに対し木下は、まず、主題Ｂの開始を２拍目（a音）からとし、さらに、バスに対する主題
の組み合わせをここではテノールに担わせ、２声でスタートさせる。対旋律を奏するアルトは第３
小節から、ソプラノに至っては第７小節まで温存するので、階梯導入的である。
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第５小節～第６小節は、a-MollからC-Durへ転調する経過句である。第５小節２拍目の課題バスd
（a-Moll：Ⅳ＝C-Dur：Ⅱ）をブリッジとしてC-Dur：Ⅴ7に進む和声に他の可能性はなく、両者の実
施とも表層の旋律以外には本質的な差異はない。
第７小節～第10小節は、Ⅲ度調（平行調）C-Durでの主題組み合わせ再提示の場面である。ここ
では課題バスに現れる順序が主題Ｂ→主題Ａとなり、したがって組み合わさる声部は主題Ａ→主題
Ｂの順になる。両者ともソプラノにこれを置き、順当な４声体を成す（木下においては、ここまで
沈黙したソプラノが「主題の入り」を聴かせることになる）。この４小節間、両者の書く音は内声
も含めてまったく同じである。
つづく第11小節～第16小節は、楽曲の展開部と言えるセクションで、転調と和音設定のあり方
を含め、さまざまな実施の可能性を内包している。
新井は、四分音符のなだらかな順次下行で始まる第11小節～第14小節の課題バスを大きくEs-
Durの脈絡で捉え、Ⅴ7（第３転回形）→Ⅰ（第１転回形）→Ⅴ（第２転回形）→Ⅰ（基本形）と調
内和音を進行させる。第13小節後半～第14小節の課題バスc→as→cには、ソプラノ、アルトに経過
音・刺繍音を聴かせつつ、同一和音（Ⅳ）の内部変換で処理している。動機の扱いに着目すると、
主題Ａの４つの八分音符による順次進行を冒頭１音欠いた形で各声部に模倣させているが（第11
小節ソプラノ、第12小節テノール、第13小節アルト）、この１拍目強拍を欠いた律動は第15小節の
課題バスに由来するものである。
いっぽう木下は、順次下行の課題バス（as→g→f→es）をEs-Dur（as→g）とc-Moll（f→es）の転
調反復進行と捉え、それぞれⅤ7（9）（第３転回形）→Ⅰ（第１転回形）を充てる。動機処理の点では、
まず第11小節ソプラノに主題Ａの順次上行。第12小節テノールと第13小節ソプラノでは、この動
機をそれぞれ前小節２拍目からタイとスラーでつなぎ、シンコペイティヴな形にしている。これが
第14小節後半～第15小節の課題バスおよび主題Ｂに依ることは言うまでもない。
その第14小節から第16小節にかけては、再現部たる第17小節で主調（a-Moll）主和音に回帰する
ための準備の部分と言える。その最後（第16小節２拍目）の課題バスd音がa-Moll：Ⅴ7（ないしⅤ9）
の第７音であることは自明でだが、そこに至る音楽の設計はいろいろなものが考えられる。最も論
理的に明晰な進行を採るとすれば、第14小節１拍目でasを根音バスとする長三和音（すなわちEs-
Dur：Ⅳないしc-Moll：Ⅵ）、同２拍目でその内部変換（第１転回形）。この和音をg-Mollのナポリの
六として機能させ、つづく第15小節で同調：Ⅴ7（9）（第３転回形）へ進行。これをa-Mollのドリアの
七（+Ⅳ7）に読み替えて、次小節１拍目の同調：Ⅱ7へということになるであろう。しかし、新井、
木下ともこのプランを採っていない。
新井の第14小節がEs-Dur：Ⅳであることは前述したが、これはc-Moll：Ⅵとも聴かれ、それが第
15小節でc-Moll：Ⅱ7（第３転回形）へ進行する。その構成音as（テノール）が、第16小節のgis、
すなわちa-Mollの属和音と結ばれている。異名同音による転調である。
木下は、第13小節２泊目のc-Moll：Ⅵ（第１転回形）を受けて、ソプラノの特徴的な減７度下行
により、第14小節では増六の和音を聴かせる。すなわちc-Mollのドッペルドミナンテであり、内部
変換（バスas→c）の後、第15小節でc-Moll：Ⅱ7（第３転回形）へ進む。新井の実施と同様、この
構成音as（テノール）がa-Mollのgisに異名同音的につながるのだが、木下の場合は第16小節１拍目
にa-Moll：Ⅱ7を置いている（そのaがasとgisの間の刺繍音的性格を持つと言える。第14小節内部変
換時のテノールの半音階的進行による経過音的なaも同様に和声的色彩を担っている）。
139
主調に還り、第17小節からは主題の再現部である。課題バスは主題Ｂのみを奏するので、当然
のごとくソプラノに主題Ａを配置する。両者の実施に質的差異はない。
第20小節のドミナントで、新井は全声部を停止、すなわちはっきりと半終止させる。これに対
し、木下はアルトのタイとテノールの掛留音を使って両声部のフレーズを第21小節冒頭につな
ぎ、不断の流れを作っている。
第21小節以降はコーダであり、和音設定に質的差異はないが、主題Ａを上下反行させた課題バ
スに対し、新井はアルトでこれを模倣、木下はソプラノに主題Ｂの反行形を対奏させている。
（つづく）
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